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蜷川（以降Ｎ）　幸四郎さんと出会わなかっ

たら、今日の僕はいない。そのぐらい影響

が大きい俳優さんです。初めてご一緒した

舞台は、『ロミオとジュリエット』で、日生

劇場でした。稽古で、俳優たちがまじめに

やらないので頭にきて、物をぶつけたりし

ていましたが、幸四郎さんが初めて登場す

るシーンで草を持って通路を歩いていくの

ですが、終わったら稽古場がわーっと拍手

しました。何てすごいのだろうと思って、

幸四郎さんのとりこになりました。

松本（以降Ｍ）　蜷川さんは、それまでの学

問的といいますか、シェイクスピア学とか

教養とかいうジャンルにあった日本のシェ

イクスピア劇を、初めてお芝居、おもしろ

いらしたアメリカ人のご婦人が、ぱちんと

ハンドバッグを開けて、真っ白なハンカチ

で目頭をぬぐっていました。そしてハンカ

チを胸に抱いて、涙をこぼしながらじっと

私の英語のせりふを聴いている。ご婦人の

胸に抱かれた白いハンカチが、白い光の玉

に見えてきました。「ああ、何だ、自分は

日本人として英語でブロードウェイで主演

をするとか、27歳の役者が初めてやるとか、

そういうことではない。僕はこの気持ちを

味わうために……」と、すっとその白い光の

玉に吸い込まれていった一瞬がありました。

　日本のお客様ですと、沖縄の女子大生の

方からはがきをもらったことがありました。

その方のお父さんが東京で仕事をしていた

とき、私の父（白鴎）の弁慶が好きで、『勧

進帳』を歌舞伎座の3階から毎日観ていらっ

しゃったそうです。その後、沖縄に戻られ

たが体を悪くして、東京へ行けなくなった

ので、ぜひ沖縄で『勧進帳』を観せてほしい

ということでした。そのときに、観たいと

いう方のそばに行って歌舞伎をごらんにい

れるのも歌舞伎役者の務めだと思い、全国

巡演を考えるようになりました。巡演はい

ろいろな体験ができるので好きです。お年

を召したご老人が楽屋に来られて、「私は三

代見たよ」と。祖父、父、私の弁慶を観た

という方にお会いしたり、劇場への道を歩

いていますと、上のほうから「幸四郎！」と

声がかかります。見上げると、電信柱に上っ

ている電気工夫の方が、黄色いヘルメット

にナッパ服を着て、工事をしながら「松たか

子、いいね。おやじも頑張れよ」なんていう

声をかけてくれます。

N　僕も同じようなことを言われるよ。（笑）

M　蜷川さんが、ある女優さんに演出をつ

けているときに、「相手役のどこを見ている、

目を見ろ。しかも目の中の黒いごまみたい

なものを見つめろ」と言っていました。役者

にとって一番大事なことは観察力で、人間

を観察する興味がなくなったら、役者はや

い演劇になさった方だと思います。その力

量を今や日本ばかりではなく、世界にまで

広げられたということは本当にすばらしい

ことです。

N　でも幸四郎さんほど海外で活躍されて

きた歌舞伎俳優はいませんよね。

M　自分でやろうと思ったことはほとんど

ありません。『王様と私』というミュージカ

ルも、イギリスのプロデューサーから突然

お話をいただきました。もちろん英語で、

向こうのカンパニーと一緒にです。イギリ

ス各地を回り、半年間で207ステージやり

ました。

Ｎ　大変なことですね、半年イギリスを

回っているというのは。ブロードウェイで

は『ラ・マンチャの男』ですか。外国のお客

様を前にして、印象深いことってありまし

たか。

M　『ラ・マンチャの男』は、最後にドン・

キホーテになって死んでいくラストのシーン

で、《 見 果てぬ夢 Dream the impossible 

dream》という歌があり、一番前に座って

めたほうがいいと僕は思っているくらいで

す。そのときの蜷川さんの演出は、本当に

その人の役者の感性を引き出してくれる名

演出でした。

N　戯曲というお父さんと、俳優というお

母さんがいて、2人は演劇という子供を生

むために結婚している。演出家というのは、

「頑張れ頑張れ」と言って妊婦を励ました

り、赤ちゃんが生まれたら、「ああ、よかっ

たね」と言うお産婆さんだと思っています。

スタッフや俳優の皆さん、制作も含めて全

員が掛け算になるような空気をつくれたら

いいなということが、大きな仕事です。そ

ういう意味でいえば、妊婦さんをじっと静

かになでながら、いい子が生まれると一番

いいのですが、なかなかそうもいかず、時

におしりもたたき、つねることもあります。

M　今日はせっかくこういう席を設けてい

ただいたので、蜷川さんの演出を受けて俳

優として感じたこと、それから奈良の大仏

様のお言葉（笑）、その二つをお話ししよう

と思います。

白いハンカチが、

白い光の玉に見えてきた……

夢とは、夢をかなえようとするその人の心意気
その心意気さえあれば、夢はかなう

公開対談シリーズ第21 回

舞台に登場しただけで華やいだ雰囲気と圧倒的な存在感がある
松本幸四郎さん。蜷川さんとの初めての出会いは、
何と蜷川さんの「俳優時代」、そして幸四郎さんがまだ「染五郎」を
名乗っていた10代のころの NHK テレビの時代劇での共演。
以来、蜷川演出で幾多の名舞台を飾った幸四郎さん。
7月15日の熊谷会館での松竹大歌舞伎をひかえて、久しぶりの対面に話も弾んだ。
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